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「第 2 章 吸虫類のクラゲ類への寄生状況の季節変化：クラゲ食による終宿主への伝播」


























「第 6 章 総合討論」 
 クラゲ類と共生者の種間関係がどの共生概念に相当するかを、共生者の生態を総合的に
考慮して分類を試みた。当歳魚は捕食回避、餌、餌場として、吸虫類はベクターとして、
シマイシガニ、クモヒトデ類は定着、分散、餌、餌場のため、クラゲモエビは繁殖、分散
のために宿主を主に利用すると推測された。 
 本論文は、多くの科学的新知見が盛り込まれてプランクトン学、水産学の発展に大きな
貢献をした。審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格が
あるものと認められる。 
 
 
